
HOWS：本郷文化フォーラムワーカーズスクール《講座紹介》2019年度本科後期（2019年11月９日㈯～2020年３月28日㈯）

●現代への疑問と不満を抱き、矛盾の解決をめざす人びとへ ── ここHOWSで、真実の思考を追究しよう！

◎ＨＯＷＳ付属ゼミナール
　HOWS本科生と聴講生は、有志参加による下記ゼミナールに参加でき
ます。参加費は各ゼミ毎に別途お支払いください。

HOWS文学ゼミ（戦後文学ゼミを改称）
� チューター＝山口直孝、松岡慶一

　2000年から2016年まで主に戦後の文学・芸術運動を検証する作業を続
けてきましたが、これを第Ⅰ期として、2018年からは第Ⅱ期、名称も
HOWS文学ゼミで再出発する所存です。第Ⅰ期の作業を継承するのみな
らず、いかにして現在の荒廃した支配的文化状況を変革して、文学・芸
術運動を再生していくかが課題です。
　今期は、以下の報告会を予定しています。

●戦後天皇制と中野重治 ──「五勺の酒」をめぐって 報告＝渥美　博
●目取真俊の文学から沖縄を探る 　報告＝斉藤光太郎
●芸術運動の精神 ── 湯地朝雄の批評 　報告＝山口直孝

１、朝鮮半島からみた日本の歴史
　朝鮮半島と日本は、古代より深いつながりを持っていた。にもかかわらず、
明治維新を境に、アジアの盟主を夢見て帝国主義の道を歩んだ日本は、隣国の
朝鮮をあたかも目下の民族であるかのように見下し、戦争に次ぐ戦争と、35
年間に及ぶ植民地支配の末、1945年に無条件降伏をさせられた。しかしその
根は完全に掘り起こされはしなかった。隣りあう朝鮮半島と日本の歴史を、１
年間のシリーズを通じて学んでいく。 ●本講座は前期からの連続講座です。

　講師＝康
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（朝鮮大学校朝鮮問題研究センター長）

⑥12月４日㈬ 日露戦争（第2次朝鮮・東北アジア戦争）
と韓国強制「併合」�

⑦１月15日㈬　日本の朝鮮植民地支配と民族解放戦争
⑧２月12日㈬　解放と分断
　──�日本の「戦後民主主義」と朝鮮戦争
⑨３月28日㈯　21世紀の朝鮮と日本
　──�脱植民地主義・脱冷戦

２、日本の近代化とアジアの女性
　東南アジアは11か国、それぞれ海洋にひろがる半島部と数百の島嶼からな
る。多様な文化、豊かな資源を持つゆえに数百年に渡って欧米諸国の植民地と
され、さらに日本の侵略によって虐殺、強制労働、慰安婦制度等々の忌まわし
い経験を強いられた。いまは世界の工業国として発展しているが、日本の過去、
そして現在も続く「侵略」の現実は日本国内にはほとんど知られていない。
アジア諸国と日本の平和を女性の視点から探っていきたい。
 ●本講座は前期２回、後期２回を予定しています。

　講師＝中原道子（早稲田大学名誉教授）
①12月７日㈯　東南アジアとはどういう地域か
　──�広大な土地、資源と、長い長い植民地時代
②１月 22 日㈬ 日本はなぜ東南アジアに進出していったのか
　──�資源の獲得ー軍国主義とアジア蔑視の思想

〈後期（2020年５月～2020年９月）開催講座のテーマ〉
③ 日本帝国主義による軍政時代
　── 東南アジア全土に広がるロームシャ・慰安所
④ 女性国際戦犯法廷20年の歴史をどう活かすか
　── いまもつづく戦時性暴力を根絶する闘い

③３月７日㈯　国際婦人デー 2020東京集会

３、敵の攻撃が、労働者・人民の運動
　を鍛える。起ち上がろう！

　この20年、グローバルな資本間競争に立ちおくれてきた日本独占は、いま
や、かれらの搾取構造と労働者支配の基盤であった「日本型雇用」に手をつけ
るところにまで追い詰められている。関西生コン支部への大弾圧は、予想され
る人民の反撃に対する予防拘禁的な攻撃にほかならない。労働者・人民の現状
をとらえ返し、ともに闘う拠点をつくりだそう。闘う指導部をつくりだそう。

①11月30日㈯　現代日本の労働者階級の状態
──�拡大する格差・貧困　その打開の道は
講師＝鎌倉孝夫（埼玉大学名誉教授）

②12月18日㈬　大久保製壜　労働災害からストライキへ
──�職場を基礎に地域ぐるみで闘おう
講師＝須田光照（全国一般全国協議会東京東部労組書記長）

③３月18日㈬　政府・独占による労働運動根絶やし攻撃をはね返そう
──�関西生コン労働者への弾圧の意味するもの
講師＝萩尾健太（弁護士）

４、日本と朝鮮半島の関係史　　
 　　（1960年代～ 1970年代）と現在
　日本と朝鮮半島の関係史において、1965年の「日韓基本条約」締結から
1975年の「11・22学園浸透スパイ団事件」までの10年間はどのような時
代だったのか？　そして、それから半世紀近い年月が経ったこんにちの日本と
朝鮮半島の関係はどうなのか？　人民の連帯運動の観点からこの時代に光をあ
て、現在のあり方を考える。

①11月23日㈯ 「クナリオンダ」（その日が来る）の時代と
今日の朝鮮半島情勢

　──「11・22在日韓国人政治犯事件・死刑判決」（1975年）
から44年を生きて

　講師＝康
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（韓国問題研究所代表） 定員50名。要、事前予約

②３月14日㈯ 日韓条約の問題点
　──�韓国報道番組を上映して
講師＝土松克典（韓国労働運動研究）

５、メディアの情報操作を乗り越え、
国際的視野をもって闘おう！

　わが国の大衆運動の最大の弱点の一つは、国際的視野が欠けている点にある。
情報過多ともいうべき状況がある一方、闘う労働者人民にとって本当に必要な
情報は、マスメディアの意図的操作によって極端にまで狭められ、歪められて
いる。ＨＯＷＳは今後ともその制約を乗り越える講座を提供しつづける。

①12月11日㈬ 香港デモと中国本土および日本
　──�歴史的観点から状況をみる
　講師＝丸川哲史（明治大学教員）

②12月14日㈯ キューバ革命60年の成果と影響力
──『人民のために闘いを挑む──ウーゴ・チャベス』

（2005年、小川町シネクラブ制作・43分）上映
　講師＝富山栄子（国際交流平和フォーラム代表）

③１月18日㈯ イギリス労働党とジェレミー・コービン
　──�労働組合運動に依拠するその思想と行動

『英国の政治反乱』(24分)上映
　講師＝沖江和博（国際政治研究）

④２月19日㈬ 社会主義体制「崩壊」の意味（仮）
　──�ポーランド・ユーゴスラビアの具体例にそくして
　講師＝岩田昌征（千葉大学名誉教授）

６、大西巨人『神聖喜劇』を読む
── 光文社文庫版（全五巻）をテキストに

アドバイザー＝立野正裕（元明治大学教員）
　　　　　　　山口直孝（二松学舎大学教員）

　アジア太平洋戦争中の対馬兵営を舞台に、青年知識人東堂太郎が不条理に抵
抗しながら回生していくさまを描いた本作は、20世紀文学の傑作と評価され
ている。全五巻、文庫本で2,500ページの大作を読み、主人公たちがたたか
う精神をいかにつちかい、連帯する可能性をはぐくんでいったかを検証し、そ
の今日的意義を探っていく。 

①1月25日㈯ 第七部　連環の章（第五～第七）
　──�連帯形成の道筋　� 　　（光文社文庫版第四巻）
　報告＝添田直人（HOWS受講生）
②2月22日㈯ 第八部　永劫の章（第一～第三）
　──�軍隊内闘争の到達　� 　（光文社文庫版第五巻）
　報告＝伊藤龍哉（HOWS受講生）

③3月21日㈯　第八部　永劫の章（第四、終曲）
　──�東堂太郎のその後　　� 　（光文社文庫版第五巻）
　報告＝杉山雄大（HOWS受講生） 
　 ●このシリーズは、受講生が分担して報告を行ないます。

７、日本の短編小説を読む
　今期は久しぶりに日本文学に立ち返り、近現代作家から重要な三人の秀作を
選んだ。
　いずれも作家として生活者として、小説を書き続けてゆくことの苦悩と決意
を揺るぎない筆致のうちに描き出し、困難な状況と時代に立ち向かう人間の真
摯な姿を浮き彫りにする。 （開始時間は各回とも午後６時30分）

講師＝立野正裕（元明治大学教員）

①11月20日㈬ 有島武郎「生れ出づる悩み」
� 　（『小さき者へ／生れ出づる悩み』新潮文庫収録）

②１月29日㈬ 有島武郎「小さき者へ」
（『小さき者へ／生れ出づる悩み』新潮文庫収録）

③２月26日㈬ 宮本百合子「築地河岸」
（『日本近代短篇小説選昭和篇１』岩波文庫収録）

④３月11日㈬ 太宰治「東京八景」（『走れメロス』新潮文庫収録）

８、この人にきく
①１月12日㈰ 粟津潔の仕事
　──�粟津潔の映像作品を観ながら
　講師＝粟津ケン（デザイナー）

②２月８日㈯ 日本の資本家たちはアメリカの核政策に　
どう加担してきたか

　──言ってはいけない真実
　講師＝金野正晴（自営業）

③２月29日㈯ 『教えられなかった戦争・沖縄編──阿波根
　昌鴻・伊江島のたたかい』（高岩仁監督、１時間50分）上映
　お話「沖縄・辺野古のたたかいの現状」
　講師＝西浦昭英（『教えられなかった戦争』シリーズ上映実行委員会・

現辺野古抗議船船長　　　　　　　　　　　　　　 ）

◦申込方法
◦所定の申込用紙に必要事項を記入のうえ、入学金・受講料を添えて、直接
事務局に持参、または現金書留にて郵送してください。郵便振替ご利用の
際は、申込用紙を別途郵送または事務局にお持ちください。

≪2019年度後期募集要項≫

◦定員　本科生40名（10月15日㈫より募集）
◦全講座 27 回（各週1〜2回程度）
◦本科生は、すべての講座を受講できます。その他、懇親会などの企画があ
ります。

◎聴講生20名
　シリーズを問わず、自由に講座が選べる８枚綴りの聴講チケットがあります。

◎本科生　入学金…1万円（次期以降は不要）
　受講料…前期：25,000円、後期：25,000円
◦前期５月、後期11月の開講時までにそれぞれ納入してください。
◎聴講生　聴講料�回数券…10,000円
◦聴講料納入と引き換えに８枚綴りの聴講チケットをお渡しします。
◦１回の受講料は本科より割高ですが、一般受講より割安になります。
◦2019年度後期の聴講チケットは、期間内のみ使用できます。
◎一般　受講料…1,500円（各講座1回につき）
◦本科生・聴講生以外の一般参加は、受付で現金にていただきます。

◦注意事項
◦HOWSゼミナールについては、会計が異なります。
◦講師の急病等やむを得ない事情により、日程・テーマ・講師等が変更にな
る場合があります。

◦費用

HOWS講座カレンダー 2019年度後期（11月～ 20年３月）

①11月９日㈯  開講講座
ロシア十月社会主義革命102周年記念集会

  映画『地の塩』上映    解説＝井野茂雄
②11月20日㈬  有島武郎「生れ出づる悩み」  講師＝立野正裕
③11月23日㈯ 「クナリオンダ」（その日が来る）の時代と　 
   今日の朝鮮半島情勢    講師＝康  宗  憲
④11月30日㈯  現代日本の労働者階級の状態  講師＝鎌倉孝夫
⑤12月４日㈬  日露戦争（第２次朝鮮・東北アジア戦争）と
  韓国強制「併合」  講師＝康  成  銀
⑥12月７日㈯  東南アジアとはどういう地域か
    講師＝中原道子
⑦12月11日㈬  香港デモと中国本土および日本
    講師＝丸川哲史
⑧12月14日㈯  キューバ革命60年の成果と影響力
    講師＝富山栄子
⑨12月18日㈬  大久保製壜　労働災害からストライキへ
    講師＝須田光照
⑩１月12日㈰  粟津潔の仕事──粟津潔の映像作品を観ながら
    　　講師＝粟津ケン
⑪１月15日㈬  日本の朝鮮植民地支配と民族解放戦争
    講師＝康  成  銀
⑫１月18日㈯  イギリス労働党とジェレミー・コービン
    　　講師＝沖江和博
⑬１月22日㈬  日本はなぜ東南アジアに進出していったのか
    講師＝中原道子
⑭１月25日㈯ 『神聖喜劇』第七部 連環の章──連帯形成の道筋
      報告＝添田直人
⑮１月29日㈬  有島武郎「小さき者へ」  講師＝立野正裕
⑯２月８日㈯  日本の資本家たちはアメリカの核政策に　　 
  どう加担してきたか  　　　　講師＝金野正晴
⑰２月12日㈬  解放と分断──日本の「戦後民主主義」と朝鮮戦争 
  講師＝康  成  銀
⑱２月19日㈬  社会主義体制「崩壊」の意味（仮）
    　講師＝岩田昌征
⑲２月22日㈯ 『神聖喜劇』第八部 永劫の章──軍隊内闘争の到達
  報告＝伊藤龍哉
⑳２月26日㈬  宮本百合子「築地河岸」  講師＝立野正裕
�２月29日㈯ 『教えられなかった戦争・沖縄編』上映とお話
� 講師＝西浦昭英
�３月７日㈯  国際婦人デー2020東京集会
�３月11日㈬  太宰治「東京八景」    講師＝立野正裕
�３月14日㈯  日韓条約の問題点    講師＝土松克典
�３月18日㈬  政府・独占による労働運動根絶やし攻撃を

はね返そう    講師＝萩尾健太
�３月21日㈯ 『神聖喜劇』第八部 永劫の章──東堂太郎のその後
    報告＝杉山雄大
�３月28日㈯  21世紀の朝鮮と日本──脱植民地主義・脱冷戦
    講師＝康  成  銀

11月９日㈯  開場 14時15分
開会 14時30分

会場＝文京シビックセンター・26階スカイホール

主催者挨拶　 広野省三（HOWS事務局責任者）

映画『地の塩』上映 解説＝井野茂雄（文化活動家）
　この映画はアメリカ合衆国ニューメキシコ州にある亜鉛鉱山での鉱山
工場精錬労働組合が鉱山事故を契機に「環境改善、メキシコ系労働者差
別の撤廃」を掲げてストライキで闘い、勝利するまでを描いている。実
話に基づくもので、レッド・パージをうけてハリウッドを締め出された
た映画人たちと、共産主義者が幹部にいるという理由でCIO（アメリカ
産別労働組合会議）を除名された当該組合が手を組んで完成させた。 

2019年度後期
開 講 講 座 ロシア十月社会主義革命102周年記念集会


